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各部の説明（音声読み上げ用）
本体を、３つの丸いノブとたくさんのキーがある面を上に向け、3つのノブのうち中央の小さいノブが手前側になるようにして、机の上に置いてください。

P2の各部を次の順番で説明します。３つの丸いノブのある本体正面、本体下部、左ソク面、右ソク面、背面、最後に本体上部の順番です。

３つの丸いノブのある本体正面
上から順に、次のように位置します。
· ３つのキーが横１列に並んでいます。
左側の丸いキーは電源キーで、長押しをすることで電源をONまたはOFFします。電源ONのとき、緑色に点灯します。
中央の大きな四角いキーはRECキーで、録音を開始または停止します。録音中は赤く点灯します。
右側の丸いキーはPLAYキーで、録音したファイルを再生または一時停止、再開します。また長押しすると再生を停止します。録音中に押すと、録音を一時停止、再開をします。録音データの再生中は緑色に点灯します。
· ３つのキーの下には５つの細長いキーが横一列に並んでいます。左から順に次のように位置します。
一番左のキーはMUTE 1キーです。マイク1の入力をミュートします。ミュート状態のとき赤く点灯します。
左から二つ目のキーはTONEキーです。TONE機能を有効にします。機能が有効のとき緑色に点灯します。TONE機能は、USBマイクからの音声をポッドキャストに適した聞き取りやすい音質にします。
真ん中のキーはAI NOISE REDUCTIONキーです。AI NOISE REDUCTIONの機能を有効にします。機能が有効のとき緑色に点灯します。AI NOISE REDUCTION機能は、周囲の騒音を学習してUSBマイクから入るノイズを抑えます。
右から二つ目のキーはCOMPキーです。Compressor機能を有効にします。機能が有効のとき緑色に点灯します。Compressor機能は、音圧を上げつつ、音割れを防ぎます。
一番右のキーはMUTE 2キーです。マイク２の入力をミュートします。ミュート状態のとき赤く点灯します。
· その下、つるっとした四角い部分はレベルインジケーターです。左側にマイク１のレベル、右側にマイク２のレベルが、6段階で表示されます。
· その下、左右に、大きな丸い2つのマイク１、マイク２ GAINノブがあります。左のノブはマイク１の入力音量を、右のノブはマイク２の入力音量をそれぞれ調節します。最大と最小で回転が止まります。
· そのすぐ下、中央にヘッドフォンの音量調節ノブがあります。最大と最小で回転が止まります。

本体下部
２つのヘッドフォン端子が横１列に並んでいます。ステレオミニ端子です。どちらでも同じ音が聞こえます。
左ソク面
中央に四角いマイク１の入力端子があります。USB Type-A端子です。
右ソク面
上から順に次のように位置します。
中央に四角いマイク２の入力端子があります。USB Type-A端子です。
その下、microSDカードスロットの蓋。本体正面側に爪をかける切り欠きがあり、本体正面から背面方向に開きます。microSDカードを入れるときは、microSDカードの切り欠きが上になる向きで、端子面を背面にして、カチッというまで押し込んでください。取り出す時はもう一度押し込んでください。

背面
本体を裏返してください。
· 一番上、左右に1つずつ縦長のゴム足があります。
そのあいだに、上下2つのラベルがあります。上のラベルにはQRコードが記載されています。ラベルの左寄りにあるQRコードをスマートフォンなどで読み取ることで、P2の情報を掲載したZOOMのWebサイトにアクセスできます。
下のラベルには各種設定モードの起動方法が記載されています。
· 本体背面の中心から少し下に電池カバーを取り外すための爪があります。爪を上に押しながら持ち上げて開けます。この製品は単3電池を4本使用します。電池を入れるときは、電池のマイナス側をバネのある側に合わせて入れて下さい。電池カバーを付けるときは、カバーのウエ側にある2つの小さな爪を、本体の電池収納部のウエ側の穴に合わせて嵌めこみ、下側をカチッというまで押してください。
· 電池カバーの爪の左下には四角いラベルが貼ってあり、その右下に細長い小さなラベルが貼ってあります。
· 一番下には横に長いゴム足があります。

本体正面を上にして机の上に置き直し、手前に起こしてください。
本体上部
左から順に次のように位置します。
· 電源用USB端子。Type-Cの端子です。DC5VoltのUSB ACアダプターまたは5Voltモバイルバッテリーを接続できます。本体背面側にある小さな穴はねじ止めの穴です。
· その右側に通信用USB端子。Type-Cの端子です。パソコンやスマートフォン/タブレットと接続しデータ通信や電源供給を行えます。本体背面側にある小さな穴はねじ止めの穴です。
· 2つのねじ止めの穴から本体背面側にある彫刻は、ZOOMのロゴです。


以上でP2の各部の説明は終了です。
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